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景色と食を堪能
大平岳展望ウォークが開催

　
11
月
12
日
、
町
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
、
町
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会（
馬
原
利
幸
会
長
）に
よ
る

モ
ル
ッ
ク
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
体
験
す
る
人
が
多
く
、ピ

ン（
ス
キ
ッ
ト
ル
）め
が
け
て
モ
ル
ッ
ク

棒
を
投
げ
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
や

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
モ
ル
ッ
ク
は
、年
齢
や
性
別
の
関
係

な
く
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
で
す
。地
域

や
職
場
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

最
適
で
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
、

教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国スポに向け機運を高める
民生委員・児童委員モルック体験

　
11
月
９
日
、高
千
穂
町
消
防
団（
馬

原
祥
団
長
）が
、
秋
の
火
災
予
防
運

動（
毎
年
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

の
1
週
間
）に
合
わ
せ
、
管
理
セ
ン

タ
ー
前
で
夜
警
出
発
式
を
行
い
ま
し

た
。
出
発
式
に
は
、
団
員
、
西
臼
杵

広
域
消
防
本
部
な
ど
か
ら
約
50
名
が

参
加
。
馬
原
団
長
が「
こ
れ
か
ら
火

の
取
り
扱
い
が
増
え
る
時
期
。防
火

へ
の
啓
発
を
行
っ
て
ほ
し
い
」と
訓

示
。式
終
了
後
は
、消
防
車
両
が
三
田

井
中
心
部
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い

火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

火の取り扱いには十分な注意を
消防団による夜警出発式

　
11
月
８
日
、高
千
穂
町
武
道
館
で
、

「
第
33
回
町
民
の
つ
ど
い
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、園
児
の
ダ
ン
ス
や
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
合
唱
、
ダ
ン
ス
や

舞
踊
が
披
露
さ
れ
、「
高
千
穂
い
い
っ

ち
ゃ
が
か
る
た
」の
発
起
人
甲
斐
有

香
さ
ん
が
活
動
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ア
ニ
メ
映
画「
も
の
の
け
姫
」

の
主
題
歌
を
歌
う
米
良
美
一さ
ん
の

講
演
会
が
行
わ
れ
、生
い
立
ち
や
病

気
と
の
闘
い
な
ど
が
語
ら
れ
、も
の
の

け
姫
な
ど
数
曲
を
歌
唱
し
ま
し
た
。

うるおいとやずらぎ生きがいのあるまちづくり
第33回町民のつどいを開催

　
11
月
16
日
、大
平
村
お
こ
し
協
議

会（
甲
斐
康
雄
会
長
）主
催
の
大
平
岳

展
望
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者（
約
40
名
）は
、
雲
海
に
包

ま
れ
少
し
肌
寒
い
中
、
大
平
集
落
セ

ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
歩
く
に
つ
れ
て
霧
が
晴
れ
、
汗
ば

む
ほ
ど
の
陽
気
の
中
、
眼
下
に
広
が

る
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
頂
上
ま
で

の
約
5
㎞
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し

た
。
頂
上
に
着
く
と
、
用
意
さ
れ
た

高
千
穂
牛
の
焼
肉
や
お
に
ぎ
り
な
ど

の
食
事
を
堪
能
し
ま
し
た
。　

　
11
月
４
日
、 

ウ
ル
フ
ギ
ャ
ン
グ
・

パ
ッ
ク
さ
ん
が
、
宮
崎
牛
の
生
産
現

場
の
視
察
の
た
め
、
佐
藤
孝
輔
さ
ん

（
土
呂
久
）の
牛
舎
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
パ
ッ
ク
さ
ん
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
料
理
総
責

任
者
を
務
め
、
２
０
１
８
年
か
ら「
宮

崎
牛
」を
使
用
。
今
回
、Ｊ
Ａ
み
や
ざ

き
と
㈱
ミ
ヤ
チ
ク
が
感
謝
の
気
持
ち

と
し
て
招
き
、
生
産
現
場
や
加
工
施

設
の
視
察
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
の
愛
情
あ
る
育
て
方
や

飼
育
環
境
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

世界への発信に感謝
ウルフギャング・パックさんが視察

　
11
月
3
日
、 

町
国
際
交
流
事
業
実

行
委
員
会（
𠮷
村
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
会

長
）に
よ
る「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
ウ
ォ
ー

ク
ｉｎ
高
千
穂
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
仮
装
し
た

参
加
者
ら
は
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分

か
れ
て
町
中
央
公
民
館
を
ス
タ
ー

ト
。チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
な
が

ら
ゴ
ー
ル
の
高
千
穂
小
学
校
の
体
育

館
を
目
指
し
歩
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
、プ
チ
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、ゲ
ー
ム
や
ダ

ン
ス
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

諸聖人の日の前夜祭
ハロウィーンウォークin高千穂2025

　
11
月
3
日
、
五
ケ
所
の
三
秀
台
で
、

「
第
38
回
宮
崎
ウ
エ
ス
ト
ン
祭(

町
・

日
本
山
学
会
宮
崎
支
部
主
催)

」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
ウ
エ
ス
ト
ン
師
の
功

績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
山
岳
遭
難

者
の
追
悼
と
山
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
五
ケ
所
野

菜
集
出
荷
場
で
田
原
地
区
村
お
こ
し

推
進
協
議
会(

吉
水
寿一会
長)

主
催
の

交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
神
事
の
後
、

神
楽
の
奉
納
や
合
唱
、
踊
り
な
ど
で

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

日本近代登山の父を偲ぶ
第38回宮崎ウエストン祭

　
11
月
２
日
、
が
ま
だ
せ
市
場
隣
に

整
備
を
し
て
い
た「
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｉ（
サ
イ
ト
み
た
い
）」の
完
成
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｓ
Ｉ
Ｔ

Ｅ 
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ

ト
み
た
い
）」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
雑
貨
な
ど
が
出
店
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
高
千
穂
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
や
ダ
ン
ス
、
福
岡
県
出
身
の
演
歌

歌
手
那
珂
川
仁
美
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

にぎわい創出や交流拠点としての新空間
「SAITE MITAI」完成イベント

たかちホッとニュース たかちほっとニュース


